
数学の学年順位190番から、１年後には満点を
取り、学年トップになった現松高２年のＫさん
　現在、松阪高校の２年に在学するＫさんが１年程前に青木塾に入塾した頃、数学は大の苦手科目で、実力テストや
期末テストでは平均点さえ取れないような状態でした。それから１年後の先日の２学期の中間テストでは、ベクトル
の単元で満点を取り、学年トップになったのです。複素数平面の単元の成績は、やや悪かったですが、それでも学年
順位５１位で、トータルで学年１２番という立派な成績を上げました。今では理系のクラスで難しい数Ⅲに取り組ん
でいます。彼女の例でも分かるように、たとえ今は数学が苦手でも、青木塾できちっとした指導を受け、努力を続け
れば、きっと数学を得意科目に出来ます。

　上の資料は、高１の１学期に行われた第１回実力テストの結果です。その時の数
学の成績は100点満点中27点で平均にも届かず、学年順位は190番でした。

　上の資料も、高１のほぼ同時期に行われた期末テストの成績で、数学１などは、
何と学年順位241番でした。



　上の資料は、この２学期の中間テストの成績で、なんとベクトルの単元で満点を取りまし
た。１年前には考えられないような、大変な実力向上を示しています。

　上の資料は、同じ２学期のテストの成績表です。数学の一方が満点で学年順位１番、他方が
２番で、両方でも学年順位１２番の好成績です。


